
総合防災訓練・町民交流会

水　保　通　信

ミニ版　　第　３　号
水保まちづくり・広報部
平成２４年２月９日発行

メールアドレス　：　mizuho@usennet.ne.jp  　　　　　ホームページ　：　http://www.usennet.ne.jp/~mizuho/

水保の「絆」づくり
　２０１１年の「今年の漢字」には、「絆」が選ばれました。日本国内では、東
日本大震災や台風による大雨被害、海外では、ニュージーランド地震やタイ洪水
などが発生し、大規模な災害の経験から、家族や仲間など、身近でかけがえのな
い人との「絆」を改めて知ったことが、選ばれた理由の一つになっています。
「絆」は、災害などの非常時になって改めて感じられるものかもしれませんが、
平常な日常生活を送る中で、人とのつながりを深める交流をしておくだけでな
く、一人一人が、支援の手をさしのべられる準備をしておくことも大切だと思い
ます。水保においても「絆」づくりとして、毎年、色々な行事や活動が行われて
いますが、２０１２年最初のコスモスでは、「絆」に最も関係がある行事の「総
合防災訓練・町民交流会」の様子を写真で紹介するとともに、人とのつながりを
深める活動の一例として「水保サロン」と「ひよこクラブ」の紹介をします。

ひよこクラブ 毎月一回、第三木曜日に開催されています。
　春は、友達づくり
　夏は、水遊び
　秋は、ミニ運動会
　冬は、クリスマス飾り作り
と、季節に合ったテーマで行われています。
元学校の先生や保育士さん、先輩のママさん
のボランティアのもと、子育て広場の場を設
けていただいております。新しいママさんに
も子育てのアドバイスや困っていることなど
の相談にものっていただける、と思います。
たくさんの参加をお待ちしています。

水保サロン １０月１５日（土）午前１０時～１２時、ふれあいの
家にて、健康福祉部会主催による水保サロン（８
０歳以上対象）が行われました。落研クラブ出身
の部長による、演目「青菜」という落語が披露さ
れ、あちらこちらから、笑いが起こり、拍手喝采で
した。お楽しみのビンゴゲームでは、数字が読み
上げられると「あるー！ないー！」と声が飛び出
しては、大変盛り上がり、ビンゴになると景品を手
に「これ、ええもんやな～」と、とても喜んでおら
れました。最後に手作りぜんざいが振る舞われ、
皆さんおいしそうに召し上がられていました。

今井 春香 さん （今井 博次 様方）
小山 夏季 さん （小山 俊彦 様方）
西   歩美 さん （西　 博士 様方）
西村 彰人 さん （西村 良二 様方）
西村 滋覚 さん （西村 憲司 様方）
西村 太希 さん （西村 雅行 様方）
西村 眞以 さん （西村 学 様方）
藤田 裕樹 さん （藤田 重孝 様方）
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水保町まちづくりアンケート（平成２２年１月実施）意見・思い集（5）
町内にあるカーブミラーは冬場は凍って見えない。【４０代、男】　町内自販機増
加→街灯がわりになる。町運営にし町収入につなげる。災害時への飲料供給（備
蓄）などの効果が期待できるのでは？【２０代、男】　町民平等に役員を！（裏で
手をまわして欲しくない）。【４０代、女】　美化運動など町内の清掃活動はいい
のですが、その他の行事が多くあり過ぎているのでもっと縮少してもいいと思いま
す。【４０代、女】　毎年いろいろな行事を趣向をこらし行っていますが、高齢化
している水保なのでたとえば敬老会を主に企画活動するなど、何か一つか二つぐら
いにしぼった方が役員さんの負担も減ると思います。お手伝いも組長さんが協力で
きるくらいのものにすれば、町民全員参加の行事になると思います。とりあえず今
４０代から６０才ぐらいまでは社会的にも家庭内においても一番忙しい時期なので
なかなか町内への関わりをもつことは大変だと思います。【５０代、女】

　１０月９日（日）７時３０分に地震が発生した想定で、班別に一時避難場所に
集まった後、樹下神社に集合して、総合防災訓練が行われました。訓練終了後
は、地球市民の森に移動して町民交流会が開催され、大声コンテスト、ホールイ
ンワンゴルフ、お楽しみ抽選会などの後、明富中学校吹奏学部の演奏を聴き、楽
しい時を過ごしました。

大声コンテスト

ゴルフ

明富中学校吹奏学部

≪年に一度は、健康診断を！≫
体は年々加齢などにより変化しています。健康に自信があっても、また、忙しく
て時間がなくても、年に一度は受診して、体の点検を行いましよう。


